
チェック項目

1 背の高い家具を単独でおいていない

2 安定の悪い家具は背合わせに連結している

3 壁面収納は壁・床に固定している

4 二段重ね家具は上下を連結している

5 ローパーテーションは転倒しにくいコの字型、Ｈ型にレイアウトしている 

6 OA機器は落下防止してある

7 引出し、扉の開きを防止対策している

8 時計、額縁、掲示板等は落下しないように固定している

9 ガラスには飛散防止フィルムを貼っている

10 床につまずき易い障害物や凹凸はない

11 避難路に物を置いていない

12 避難路に倒れやすいものはない

13 避難出口は見えやすい

14 非常用進入口に障害物はない

15 家具類の天板上に物を置いていない

16 収納物がはみ出たり、重心が高くなっていない

17 危険な収納物（薬品、可燃物等）がない

18 デスク下に物を置いていない

19 引出し、扉は必ず閉めている

20 ガラス窓の前に倒れやすいものを置いていない

地震対策度チェックシート

20個 基本的事項への対策は良好です。
次は、職場毎に細かな点検を行ないましょう。

オフィスの地震対策度をチェックしましょう。
○印の数で診断します。×の項目があったら早急に改善しましょう。

15～19個 まずまずのレベルです。
その調子で、対応していない部分を解決していきましょう。

10～14個 まだまだです。もう少し改善に努力しましょう。

9個以下 非常に危険です。日常の利便性にも問題がありそうです。
早急に対応しましょう。

〈参考〉 東京消防庁「オフィス家具類・一般家電製品の転倒・落下防止対策に関する指針」

診断の概要（○の数）


